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中高教員の地震流言（地震発生のうわさ）への対応－山形県における調査から－
Reaction of junior and senior high-school teachers to an earthquake rumor -Investigation
in Yamagata prefecture-
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2008年に山形県内で広まった地震流言（地震発生のうわさ）について、中学校および高等学校の教員を対象にアンケー
ト調査を行った。中学校と高等学校、性別、年代別、担任の有無、地域別で分類したところ、いずれの場合でも有意な
差がみられた。担当教科ごとに比較した場合、理科教員は他の教科の教員に比べこの地震発生の噂を自らインターネッ
ト等で調査した割合が高かった。また、地震流言に限らず生徒の不安を煽るような噂への教員の対応に関する質問では、
情報リテラシーに言及した教員、組織としての情報共有の必要性に言及した教員は、ともに中高全体でも数％にとどまっ
た。情報リテラシーに対する教員の意識を高めることや、噂を早期に鎮静化するための情報共有のあり方などが今後の
課題と考えられる。
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